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輸 出雑 貨 とデザ イ ン 麕

大 場 吉 三 郎

最 近 の関 西 の デ ザ イ ン活 動 は実 に め ざ ま しい もの が あ る。戦 後 、IDが 国立

機 関 に よ って 導 入 さ れ、 大 企 業 が い ち早 くこの プ ロ セ ス を採 り上 げ、 た くま し

い商 魂 に乗 せ て、 次 々に新 商 品 を大 衆 に ア ツL°一ル した こ とが 契 機 とな って 、

同 時 に 胎 動 して い たID以 外 の デ ザ イ ン も、 い ろい ろ な形 で位 置 づ け られ て 活

発 な 活 動 を初 め 、 ま さに 百 貨 燎 乱 の感 が あ る。

これ に刺 激 され て 、 申 小企 業 に 漸次 この ポ リシー が浸 透 し、 なん らか の 方 法

に よ って デ ザ イン を 採 り入 れ る こ とが 、 バ リユ ー ・ア ナ リシス の大 きな 要 素 で

あ る と まで 考 え るに い た った こ とは 、 ま こ とに 喜 ば しい こ と と思 う。 極 め て短

期 間4z驚 異 的 な 発展 を し た 日本 経 済 に 必然 的 に 起 きて い る歪 み に 似 た よ うな こ

とが 、 デザ イ ンの 場 合 もな い こ とはな い が 、府 、県 、 市 の施 策 、 公設 機 関 や数

々 の民 間団 体 の い ろ い ろ な角 度 か らの デザ イ ン啓 発 、 並 び活 動 は デ ザ イン ・レ

ベ ル を 向上 させ る一 方 、業 界 自 身 に も 「デ ザ イ ンす るが た め高 くな る」 とい う

思 想 が 「デ ザ インが ペ イで き る」 とい う現 実 を体 験 させ 「商 品 開 発 には デ ザ イ

ンは 欠 くべ か らざ る もの 」 とい うまで に 向上 して来 た と思 う。 も っ と も この こ

とは、 必 ず し も中 小 企 業 全 体 に普 及 して い る と はい えな い が 、少 な くと も各 業

種 の トップ レベル に あ る メー カ が強 い意欲 を持 って い る こ とは 事実 で あ る。 そ

の 証 拠 に は 関西 で も フ リー デ ザ イナ ーが 急速 に殖 えて い る こ とで 立 証 で き る。
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以上が関西のデザイン活動の展望であるが輸出雑貨と'デザインということに

なると、現段階では、まだまだ悲観的な見方をするしかない。何故ならば、こ・

れ程活発で、レベルとしても決 して劣 らないデザインが輸出に結びついていな

いか らである。関西雑貨の輸出は逐年伸長して39年 度では約420億 を超え、 尚

増加の一途をたどっているが、その内容は数量の上っている割合に利潤は伸び

ていないのが実状である。即 ち安物が数多 く輸出されていることである。

筆者はアメリカの11都 市を3ケ 月にわたって雑貨デザインの調査をしたが、

一流デパー トや専門店では残念ながら関西のチヤンピオン雑貨はもとより、日

本雑貨にお目にかかることはできなか った。これに反 して大衆デパー ト、ディ

スカウン ト・シヨップ、スーパー ・マーケット、及びギフト・シヨップ等ではよ

くもあるとい う位、汎濫しているのを目のあた り見て来た。無論関西の雑貨ば

か りではないが、 こうして見ると相当額の輸出雑貨のほとんどが、デザインと

は無関係で、ただアメリカで造 るよ り安いか ら買われていると強 く感 じた もの

である。 これ ら日本品の中には日本で見たことのない商品 も数多 く見 られ、あ

ながち 「安かろう、悪かろう」ばか りではな く、至極気の利いた もの もあった

が、全体 としてはデザイン的な検討のな されてないものが圧倒的に多かった。

いかに も残念であるが、これにはやむを得ない原因があるのである。戦前の関

西雑貨輸出は東南 アジア、中近東、アフリカ等、所謂後進国が主体であって貿易

のイニシアチブは日本が持 っていた。戦後この地域の各国が独立し、自主生産

が活発になったため、輸出の方向は先進国に切換 えざるを得なくなった。従 っ

て輸出に対する心構へ も、商品そのものも180°の転換を要求されたのであった

が、この転換の時に惜しいチヤンスを逸 したと思 う。即 ち貿易再開は戦後の混

乱時代であり、促進々々で追いまくられたために官民 ともに売れるものはどん

どん売る体勢にあ ったために、安かろう、悪かろうも問題ではなか ったが、先

進国向に転換するときは もっと慎重に考 えるべきであったと思 う。先づ行政的
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な立場か ら見るならば輸出雑貨の品質について輸出検査の点では手抜か りはな

いにして も、 もっとあちらの生活様式にマツチした。而 も日本国有技術を生か

した商品造 りに強力なア ドバ イスがあったら良かったと思 うし、業者側として

も、商社、 メーカーともに自主性がないために、バイヤーに依存するとい う極

めてイージーな転換をしたことである。今にして見れぼこの辺に安物汎濫の原

因があると思 う。その後、後進国向輸出が益々低調 とな り、欧米依存の度が強

くなるに従 って漸 く欧米の生活様式の研究、商品のバ リユー ・アナ リシス等、

広い意味のデザイン的検討の重要性が痛感 されるにいたったが、現在の所 まだ

依然として悪い傾向が残 っていると思 う。

前述、米国市場の雑貨デザイン調査で得た ものは、日本品は安物だという先

入意識をいかにして払拭するかにあり、その方法として、いかに日本のデザイン

が秀れているかを商品で見せて認識 させる必要があることを痛感した。幸いに

国 とJETROが 計画した対米輸出手工業品推進計画が実施 され、全国か ら優

秀な商品が集められて、その第1回 のシヨーがニユーヨークで開かれ、筆者 も

会期中アテン ドしたが、そこで 「日本にこんな良い ものがあるのに、何故、市

場に出さないのか」 という質問を数多 く受けたのであった。爾来 この計画は年

々行なわれ、最近のシヨーはアメリカだけでなく、西独でも行なわれている。

又一方巡航見本市船によるシヨー も実施され、日本品の優秀なことは漸次彼等

の問に浸透しつつあることは、事実効果を挙げていると思 う。私はこれこそ安

物 か らハ イ ク オ リテ ィに 転換 す る

良 い突 破 口で あ る と大 きな 期 待 を

か け てい る もの で あ る。 こ うして

一 応 突 破 口 は で きたが 、 従 来 この

シ ヨー に 出 品 され た商 品 は、 現 在

日本 に あ る もの の 中 か ら選定 され
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(2)

(3)

た もの で 、 必 ず し もあ ち らの 生 活

様 式 に あて は ま って い る とは 限 ら

な い。 独 特 の 技 術 、 材 料 、 色 感 等

に つ い てベ リー グ ツ ドとい う もの

の、 用 途 的 に見 た と きに、我 々が

実 用 品 として 使 っ て い る もの が 彼

等 に して み れ ば装 飾 品 として 見 る

程 、大 きな差 違 が あ る。

こ こに こそ デザ インの 結 びつ き

が な け れ ば な らな い大 きな理 由 が

あ る。

何 故 、結 び つ きが で き な い の

か 、 これ ほ ど優 秀 な デザ イ ンが 、

何 故 国 内 の 競 走 の み に しか 使 わ れ な い の か?輸 出雑 貨 とデザ イン の結 び つ

きが で きな い 還境 の 打 破 に つ い て真 剣 に 考 え る必 要 が あ る。

そ こで 先 づ 考 え られ る こ とは 、 雑貨 メー カー の 自主 性 の確 立 で あ る。 従 来 こ

れ らの メー カー は 、 そ の ほ とん どが バ イヤ ー依 存 で あ った。 そ れ が バ イヤ ー直

接 の 場 合 は 勿 論 、 或 は 商 社 か らの オー ダー の 場合 で も、 サ ンプ ル が与 え られ 、

その サ ン プル に よ って 数 量 、 価 格 、 納 期 が き ま り取 引 が成 立 す る訳 で あ る。 中

小企 業 メー カー と して は 極 めて楽 で 、 開発 の苦 労 も危 険 もな い し、 資金 回 収 も

早 い 。 少 々儲 けは 薄 くて も飛 び つ い て 行 く訳 で あ る。 しか し一 面 そ の こ とが意

識 しな い イ ミテー シ ヨ ンに な った り、 バ イヤ ー の種 類 を知 らな い た め に 、正 常

な流 通 機 構 を乱 す 原 因 を造 つ て い る。 ほ とん どの メー カー は バ イヤ ー は一 本 に

考 えて い るが 、実 は イ ン ポー ター 、 フォ ー ル セ ラー 、 リテ ィラー と夫 々性 格 を

異 に して い る。 従 っで バ イヤー に よ って メー カー の建 値 は 変 らな け れ ば な らな
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いのであるが、建鰉を一本化している場合が多い。これらも留意せねばならな

いが、 もっと大切なことは自主性を失 うことである。いつまで も追随している

ことは商品に特徴がないし、価格 も通 らず、発言力 もない。事があれば簡単に

他のメーカーに振 り替えられる虞 もある。こんな不安定な状態ではデザインは

全然立ち入る隙間がない。そして、進歩性がな くなってしまう。 しかし関西の

チヤンピオン産業の中でも一部にデザ インをマスターせぬまで も、せめてデザ

(4)

インについてバイヤーに発言でき

るようにな りたいというので、公

庁や団体のデザイン活動に積極的

に参加する組合 もできたし、作業

工具の一部メヵ一の中でも品質は

絶対欧米品に負けないが、デザイ

ンの面が弱い。何 とか考 えねばな

らな い とい う意 慾 が で て来 た。 こ こに デザ イ ン活 動 のチ ヤ ンス が あ る と 思 う

し、 こ う した傾 向 が 普 延 されて 初 めて ハ イ クオ リテ ィの商 品 輸 出 が 実 現 す る と

思 う。

次 に流 通 機 構 の問 題 で あ る。 輸 出 の正 常 ル ー トは メー カー→ サ プ ラ イヤ ー→

イン ポ ー ター→ フ ォー ル セ ラー→ リテ ィラ ーjJ>原則 で あ る。 所 が バ イヤ ー の 選

択 を誤 ま る と、 メー カー → フ ォー ル セ ラ ー、 メー カ ー→ リテ イ ラー の ル ー トが

で て くる、 こ こに 混 乱 の 原 因 が あ る。 雑 貨 で も、 で き得 れ ぼ メー カー を育 成 す

るサ プ ラ イヤ ー の 出 現 が 望 ま し く、斯 くす る こ とに よ っ てデ ザ イン が 必要 とな

り、 尚且 つ デ ザ イ ンが ペ イで き る取 引 に進 展 す る もの と確 信 す る。 しか しな が

ら、 日本 の 商 社 は 雑 貨 に 魅 力 を持 って い な い。 ア メ リカ に あ る、或 る 日本 商 社

の 話 に よ る と、雑 貨 程 、手 が か か って而 も採 算 の採 れ な い もの は な い とい う。 ワ

ン ・ロ ッ ド2000～3000ド ル が 精 々で 、 そ の 上 、納 期 や クレ ー ムの 心 配 が 多 い の
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で商売にな らないという。至極 もっともである。従 って気乗 り薄なのはやむを

得まい。雑貨の輸出開発は商社に負 う所が多いが現段階では なか な か 難かし

い。そこで考えられるのはエージエン ト・システムである。私の知っている範

囲でもこのシステムで安定 した取引を続けている事業所が相当ある。この方法

によると相互の信用の上に立って取引が行わ れ るので、 デザイ ンがペイされ

る。従 って価格 も通 り、デザイン、品質 も向上す る好循環が繰返 されメーカー

もプライドを持 ち、発言力 もあり、更にウマ味 もあるということになる。そし

て一面、日本品は安物だとい う先入感の払拭に大きな役割を果 している。

第三には商業道徳の昂揚である。デザ インと商業道徳とは一見、関係がない

ようだが、実は大 きな関係を もっている。輸出における商業道徳は、大 ・申 ・

小の商社、 メーカー等広い範囲にわたって、しばしば問題のあることを耳にす

る。貿易は平和の戦争である。而 も自由競走の時代であるか ら、競走は当然で

あるが、競走のポイン トを誤ってはな らな いと思 う。 デザイン競走、 品質競

走、技術競走まことに結構である。しかし無意味な価格の過当競走は絶対避 く

べ きである。私は米国市場で 日本商社が激しい過当競走をやって、せっか く開

発 した商品が短期間に消滅 した事例を知っている。デザ イン的に も充分検討さ

れ、デザ インがペイできる状態にあっただけに極めて残念に思 うが、商業道徳

の昂揚がデザインがペイできる要素であることの事例にはなると思 う。 これは

私がニユーヨークで聞いた話で一例に過ぎないが、こういう事実はメーカー相

互の間で もよく聞 くことであって、一般に日本全体に云えることであるが、 ど

ちらか といえば関西に多いように思 う。

極 く最近、中小企業庁が招いたアメリカのマーチヤンダイザーの指導に同行

したが 「アメリカは ドル防衛策を採っているが、現実に雑貨の50%は 輸入 して

いる。アメリカで生産しているもので も、より良い ものであれば、我々は輸入

するのに躊躇しない」 と強調していた。良いアイデアとデザイン、そして良い
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フ イニ ッシ ユ、 即 ち ハ イ クォ リテ ィの もの な らば 輸 出は 可 能 で あ るg

雑 貨 とデ ザ イン の結 び っ きは 、 デザ イ ン その もの で は な く、 デ ザ イ ン以 前 の

い ろ い ろ な フ ァ クタ ーが これ を拒 んで い る。しか し国 を は じめ府 、県 等 の 施 策i

デ ザ イン 関係 団 体 の活 動 も依 然 と して続 け られ て お り、 業 界 に もデ ザ イ ン ・ポ

リレー が浸 透 レ つつ あ るの で 「安 か ろ う、 悪 か ろ う」 が 「良 いか ら、 高 い 」 に

脱 皮 して行 く もの と信 じて い る。 デ ザ イン に関 係 して い る我 々 は、 うまず 、 た

ゆ まず 、 デ ザ イン で 売 れ る還 境 を造 る こ とに努 力 す る こ とに よ って道 は拓 け る

と思 う。

写真① 海外蒐集品 花 剪 り鋏

形 も構造 も色彩 もいか に も花鋏 らしいム」 ドを出して いるが、特 に片方の刃 の上 に

歯形の あるア ッタチ メン トがあ り、剪 った花 の軸 をはさんで保持す る特徴がある。

写真② 琺瑯鉄器 海 外蒐集品

品質、形 、仕上 も良 く好ま しい商品だが、特に琺瑯鉄器の最 も弱点 であ る切口を金

鋸の リングカバ ーしてい る点 アイデ アの妙があ る。

③ サーバ ー 海外蒐集品

簡単な板金製品 であ るが、構造の メカニズ ムが憎い程巧 に工夫 されてい る。

④ プ ラスチ ック容器 海外 蒐集品 ・

ボデ イの底 は透 明アク リル、胴 は薄いグ リーンの透明、蓋 は黒、 プラスチ ック製品

としてハ イクオ リテ ィの ものである。特に蓋 の成形技術は非常に新 しい方法で胴 と

印篭合せに してい る。

② ㊧④ 何れ もハ イクオ リテーの1例 であ る。
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